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私 の スケ ッチ ・ブ ック(12)

私的 と公的のあいだ

国立民族学博物館助教授

森 明 子

ロ コ イ ン ラ ン ドリー の あ る 風 景

　 コイ ンラ ン ドリーの お世話 にな った こ

との ある方 は、 少 な くない だろ う。下 宿

生 活や 旅先 で重宝 す る。 コイ ンラ ン ドリ

ーは
、本来 な ら 自宅 に ある洗濯 機 を、 自

宅 の外 で調達 す るた めの装 置 であ る。学

生 や独 身者 が住 む町 に よ く見 られ るの は

そ のた めで あ る。 したが って 、銭湯 、弁

当屋 、 ク リーニ ング店 、 コ ン ビニ エ ンス

ス トア、貸 しビデオ屋 な どと相 性 がい い。

　 銭 湯や 弁当屋 は、入 浴や 食事 とい う本

来 自家で行 われ る 日常 的 な人間 の活動 に

かか わ ってい て、 コ イ ンラ ン ドリー と同

様 、家 内 的 なサ ー ビスを請 け負 うサ ー ビ

ス業 であ る。 こ う した サ ー ビス業 が並 ぶ

通 りは、 「横 町」 とか 「路 地」 と呼 ば れ 、

銀 行や オ フ ィスの シ ョー ウ ィン ドウが 並

ぶ 「大 通 り」 とは異 な る趣 を見せ る。

　 大 通 りは、画 然 と秩 序 づ け られた空 間

で あ る。 車 道 と歩 道 は明 確 に 区別 さ れ 、

信号 か歩 道橋 を使 わ な ければ 道路 の向 こ

う側 に行 け ない。 道行 く男 女 は身 だ しな

み を整 え、足 元 は革靴 かハ イ ヒー ルで 固

め て い る人 が多 い 。 それ は 「よ そ ゆ き」

の空 問 であ る。

　 一 方、路 地 を ゆ く人 は、 日常 的 な服 装

でス ニー カー やつ っか けの 人が 多い 。歩

行 者 と自転 車 が一 見無秩 序 に通行 し、 と

き に 自動 車 も混 じ る、 とい った 具 合 だ 。

この 日常 的 な生活 感覚 の ただ よ う空 間 を、

ど うと らえ れば よい だろ う。

　 大 通 りも路 地 も家 の外 にあ る 「公道 」

で あ るが 、空 間 としてのそ れぞ れの性 格

は ま った く異 な って いる。前 者 は、 見知

らぬ 人 を前 提 と した、 匿名 的 な空 間 であ

るの に対 して 、後者 は、 よ り家庭 生活 に

近 く、隣近 所 の見知 った顔や な じみ の店

か らな る空 間 であ る。 ただ し、二 つ の空

間 は同 じ都 市 の中 に共存 し、 しか も、 ひ

じょう に近接 した と ころに位 置す る こ と

が めず ら し くな い。 こ こで は 、前 者 を

「公 的空 間」、後者 を 「共 的空 間」 と呼 ぶ

こ とに しよ う。

口 共 的 空 間

　 共 的空 間 は、 家庭 内の私 的 な空 間で は

ないが 、か とい って、 公的 な空 間で もな

い。 そ の中 間の性 格 を もつ 、共 同性 が息

づ く空 間で ある。

　 思 い起 こ してみ れ ば、近代 世 界 は共 同

体 を否定 し、共 同性 か らの脱 皮 を はか っ

て 成立 した世 界 で あ っ た。 近 代 化 とは 、

(中世 的 な)共 同体 社会 か ら(近 代的 な)

市 民社 会へ の移 行 を意 味す る。先 にあげ

た例 で見 れば 、匿名 的 な大 通 りは近代 的

な都市 の イ メー ジ と合致 し、 アパ ー トや

小 店舗 か らな る 「路 地」 は、前 近 代 的 な
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イ メー ジ に近 い。

　 しか し、 人間の社 会 は断固 と して共 同

性 を必 要 とす る。 なぜ な らば 、人 間 は本

来他者 依存 的 であ る ため だ。 そ こで 「近

代 」 とい う理 念 が 、 共 同 性 をお さめ る
サイト

場 所 と して の共 同体 を否定 した と して も、

人 間社 会 は、 それ に かわ る共 同性 のお さ

め ど ころを、 別の所 に求め る。

　 路 地の復 権 は、現 代世 界 に おい て求 め

られ て いる共 同性 が 、都市 空 間 に顔 をの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ばくしん

ぞかせ た例 とい える。 近代 化が驀進 して

い た 日本 の1960年 代 、路 地 は次 々に姿 を

消 してい っ た。だ が、80年 代 ころ か らは、

逆 に路 地 を再 評価 す る傾 向が 明 らか にな

っ てい る。

　 現代 世 界 にあ らわれ た共 的空 間 は、都

市 の エ アポ ケ ッ トの よ うな路地 に見 られ

る。 それ は、 明確 な境 界線 を もた ない領

域 と して 、不 定形 に、 臨機 的 に姿 を見せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 サイト

る。 た とえ安定 的 な場所 で は ない に して

も、共 的 空間 は存在 してい る し、 さ らに

重 要 なの は、 この ような共 的空 間 を措定

して み る と、 公的 か私 的か に区分 す るこ

とに慣 ら され てい る私 た ちの生 活空 間 や

活 動 は、ず っ とゆ っ た り した もの として

立 ち現 れ て くる とい う ことで ある。

　 た と えば、 「路 地 の そ う じ」 を考 え て

み よ う。 なぜ路 地 を そ う じす るの か?路

地 を公 的空 間 と捉 え るな ら、 その清 潔 の

維 持 は 「公 衆道 徳」 に帰 す る ほか は ない。

しか し、路 地 をそ う じす る心 を子供 た ち

に教 え よ うとす る とき、公 衆道 徳 とい う

こ とば で は 、 ど う して もち ぐは ぐす る 。

路 地 をそ う じし、 そ こに花 の鉢 を置 い た

り、縁 台 を置 いた り しよう とす る心 には、

「ゴ ミは ゴ ミ箱 に」 とい うよ う な匿 名的

で ど こで も通用 す る 道徳 とは 異 な った 、

特 定 の親 しみ が込 め られ てい るか らで あ

る。路 地 と大通 りを 同 じ言 葉で語 る こ と

に は、無理 が あ るの だ。

　 この 「共的」 とい う考 え方か ら、洗 濯

とい う活動 を とらえ なお してみ たい 。

口洗 濯 とい う家 事

　 洗濯 とい う家 事 は、 どうい う空 間 に帰

属 す る ものだ ろ うか。地 方 にい くと、か

つて こ こで洗濯 を してい た とい う川 の一

角 を見 るこ とがあ る。洗 濯 は、女 性 が井

戸 端 や川 のふ ち に しゃが んで行 うの がふ

つ うであ っ た。 そ れ は、各 家庭 に帰 属す

る仕事 で はあ っ たが、屋 外 で、 しば しば

近 所 の女 た ちが情報 交換 を しなが ら共 に

す る仕 事 であ った。 この よ うな洗 濯場 を、

共 的空 間 と呼ぶ こ とが で きる。 それ は公

的 といい が たいが 、か とい っ て私的 で も

ない 、そ のあ い だに位 置す る空 間で あ る。

　 ヨー ロ ッパ の洗濯 におい て も同様 だ っ

た。温 湯 を使 う洗 いの行 程 は、地 下 階 な
　 　 　 　 　 かまど

どにつ くった竈 ば たで行 ったが 、す す ぎ

は屋外 の共 同洗 濯場 か 、川辺 で行 われ た。

村 の どの 家の女 性 も、 そ こに洗濯 物 を運

ん で 、 さま ざ ま な情 報 交 換 も行 わ れ た。

その 中 には共 同体 の意思 確認 や 、違 反者

に対 す る制 裁 も含 まれ てい た。 この よう

な空 間 は共 同体 そ の もので あ る。共 同洗

濯 場 は、20世 紀 半 ば を過 ぎて もその機 能

を失 わな か ったが 、水道 が ひか れ、洗 濯

機 が各 戸 に導入 され る ように なる と、姿

を消 して い った。

　 同 じこ とが 都 市 に お い て も見 られ た。

都 市 には洗 濯機 が早 くか ら導 入 され たが 、

それ は集 合住宅 の 地階 に設置 され、住 人

が 共 同で利 用す る もの だ った。洗 濯機 は

私 のスケ ッチ ・ブ ック(12)39



図1　 庭 の りん ごの木 に渡 したロープに

　 　 　 かけた洗濯物(オ ース トリア農村)

当初 きわめて重 か った ので 、階上 にあげ

る こ とは不 可 能だ った か らで あ る。

　 都市 におけ る共 同の洗 濯場 とい う共 的

空 間 は、農 村 と同様 に、あ るい はそ れ以

上 長 い間存 在 して いた とい える。 や がて

洗 濯機 が軽 量化 し、各戸 に普 及す るこ と

に なって初 め て、洗 濯 は隣 人の 目か ら隠

れて 家内 で行 われ る家事 にな った。

　 平行 して、 ク リーニ ング業 とい う専 門

職 が 、都市 で 普及 して い った こ とも留 意

すべ きで あ る。 も とも と共 的空 間で行 わ

れて い た洗 濯 とい う家事 は、一部 を外 部

化 し、そ の残 りを家 内 の私 的空 間 に回収

した。外 部化 した一 部 は、公 的領 域 にお

け る位置 づ け を確立 してい く。 ク リーニ

ング業 は、共 同性 を排 除 して匿 名的 な 人

間関 係 を前 提 と して成 立 した、近 代 の産

業で あ る。

口洗 濯 を 干 す 空 間

　 洗 濯物 を干 す とい う行 為 は、 広 いオ ー

プ ン空 間 を占有す る ゆえ に、洗 う行 為 よ

りい っそ う共 的 な性 格 を帯 びや す い。 そ

れ を端 的 に示 す のが、 ヨー ロ ッパ の伝 統

におけ る大洗 濯 であ る。

　 20世 紀 初 めの ころ まで 、 ドイツ や フラ

ンスで は、 シーツ な どの リネ ン類 は、年
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に数 回 だけ行 う大洗 濯 の機会 にま とめて

洗 った。 その洗 濯量 はたいへ んな もので 、

干 す ときは草 地 に じか に広 げ た り、柵 に

か けた りしたか ら、大洗 濯 の と きは、 白

い リネ ンが見 渡す ほ ど広 が る とい う景 観

があ らわれ た。そ の景観 は、村 の人 々 に

一 目瞭然 となっ たが
、実 は家の主 に とっ

て は大 きな意 味 が あ っ た 。 リネ ン類 は 、

嫁 入 り道 具で もある重要 な財 産 で、世 代

を超 え て受 け継 が れ たか ら、多 くの リネ

ンを持つ こ とは、 そ れだ け多 くの財 があ

るこ とを意味 した。草 地の上 にひ ろが る

白 い 洗 濯物 は 、 そ の 家 が豊 か な こ と を、

共 同体 の人 々 に示 威 したの であ る。

　 都 市 では 、洗濯 物 を屋 外 に広 げ るこ と

は なか ったが 、集 合住 宅の屋 根裏 にあ た

る最 上階 が 、洗濯 物 の干 し場 だっ た。住

人 たち は、 当然相 互 にその洗 濯物 を 目に

した。屋 根裏 階 の この空 間は 、物 干 しを

共有 す る集合 住宅 の住 人 の共 的空 間だ っ

た とい え る。

　 しか し、現 代 の ヨー ロ ッパ の都市 にお

い て、洗 濯物 が 隣人 の 目にふ れ るこ とは

ない。洗 濯物 を干 す場 合、 各家 庭 の内部

で干 す ため であ る。折 りたた み式 の、大

ぶ りの タオルか けの ような器具 が普 及 し

て いて 、そ れ を必 要 な と きに居 間 な どに

広 げ る。湿 っ た洗 濯物 が乾 くまで に、2

～3日 かか る。

　 集合住 宅 で洗 濯物 を干 す場 合、 日本 で

はベ ラ ン ダ に干 す の が ふ つ うで あ るが 、

ベ ラ ンダに洗濯物 をか ける こ とは、景観

を損 な うとい う理 由に よって 、 ヨー ロ ッ

パ で は禁 じられて いる。 どう して も干 す

場 合 は、外 か ら見 えな い ように、 手す り

よ り下 の低 い高 さで 干す 。



　 ヨーロ ッパで は、 洗濯物 を干す とい う

行程 におい て、 かつ て は共 的空 間 を構成

してい た ものが 、現代 では徹 底 的 に人の

目か ら隠す 、家 内化 、私秘 化 が進 行 して

い るの であ る。

　 これ に対 して、 日本 では 、アパ ー トや

マ ンシ ョンのベ ラ ンダに洗濯 物 を干 す こ

とは、現 在 もなお多 く見 られる。 とはい

えマ ンシ ョンの 中 には 、ベ ラ ンダの手 す

りよ りも低 い位 置 に、物 干 しを設 定 して

い る ものが 近年 見 られ る よ うにな って き

た し、 また乾 燥機 も、 この数 年 のあ いだ

にか な り普 及 して きた。 日本 で も、洗 濯

物 を私 的空 間 に回収 しよ う とす る意識 が 、

ひろ ま りつ つ ある こ とは事 実 だ ろ う。

□ 共 的 空 間 と公 私 の 再 編

　 われ われ の生活 世 界 にお いて 、公 的空

間 と私 的空 間 を、 よ り厳密 に区別 しよ う

とす る傾 向 は た しか に ある。 そ れは 、一

見秩 序正 しい世 界 をつ くる もの にみ え る。

た だ し、そ こで 公私 の あい だ にあ るあい

まい な空間 を、 む りや りどち らか に回収

して しまって いる こ とに注意 しよ う。

　洗 濯 や洗 濯干 しは、 もと もと公 私 のあ

い だの共 的 空 間に位 置す る家 事 であ っ た

が 、 現 代 世 界 で は私 的 空 間 に 回収 され 、

私秘 化 され つつ あ る。

　一 方 、 日本 に コイ ンラ ン ドリーが 町角

にあ らわれ た経緯 は、 い ったん家 庭 内 に

位 置付 け られ た洗 濯 機が 、家 の外 にあふ

れ 出 て きた もので ある。 洗濯 と平 行 して 、

ほか に も家 内か ら外 部化 された活 動 がい

くつか あ り、 それ らと ともに、都 市 の 中

にあ らた な共 的空 間が創 造 され つつ あ る。

この よ うな状 況 は、 家事 サ ー ビス を 自己

充足 で きない独 身世 帯が 増加 し、そ の存

在 を、社 会 が無視 で きな くなって きた こ

との一 つの あ らわれ と して解釈 す る こ と

もで きるだ ろ う。

　現 代 は、近 代 の個人 主義 の枠 組 み と と

もに確立 された 、公私 の境 界線 の意 味 が

あ らた めて 問い直 され、編 成 しなお され

て いる時 代 であ る。 それ は家庭 とい う領

域 の再編 成 で もあ る。 た とえば、料 理 の

宅配 、掃 除 や老 人介護 の代 行 な どに、 家

内 的サ ー ビスの一 部 が外部 化 され てい る

現象 を見 出す こ とが で きる。 その一 方 で

は、私 的領域 は外 部者 の視 線 か ら閉 ざ さ

れ て私秘 化 され る傾 向が あ り、家庭 内 で

虐待 が起 こって も、外 部 か らは まった く

感知 され ない とい う状 況 も生 じて い る。

　私 秘化 の もた らす病 的 な事態 を考 え合

わせ る な らば、共 的領 域 を確保 す る こ と

は、意味 あ る こ とに見 えて くるの だ。 た

とえ ば、 「物 干 し場 」 とい う空 間 を思 い

出 して みれ ば よい。 テ レ ビ ドラマ や小説

で 、物干 し場 は しば しば重 要 な シチ ュエ

ー シ ョンを提 供す る
。そ こは、喧嘩 した

二 人が仲 直 りし、反抗 的 な子供 が素 直 に

なる、要 す る に人が 人 との関係 を と りも

どす 場 であ る。 そ してそ れ は、家 内か ら

路地 空 間へ の境界 にあ る共 的 空間 なの だ。

図2　 居間のカーペ ッ トの上 に広げた

　　 室内用洗濯干 し(ベ ル リン集合住宅)
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